
３度目の緊急事態宣言発出

学校長 足立 徳昭

令和３年２月２８日に２度目の緊急事態宣言が解除されましたが、わずか２ヶ

月で再び緊急事態宣言が発出されました。学校では、毎年４月に行っている春の

遠足や授業参観及びＰＴＡ総会、引き渡し訓練など、感染リスクが高いとされて

いる活動は中止することにしました。

しかし、子どもたちの「学びの保障」のために、感染症対策をしっかり行い、

できる限り可能な教育活動は進めています。例えば、１年生仲間入り集会は、リ

モートを活用して全校集会の形で開催したり、理科の授業では、座席が対面のた

め緊急事態宣言中フェイスシールドを着用して学習をしています。

連休明け、夏本番を迎え暑い季節になります。今後は熱中症対策にも気をつけ

ながら感染症対策を徹底して、子どもたちの教育活動に取り組んでいきます。

現在多可町においても、新型コロナウイルスの感染者が増加しています。全国

的には、変異型コロナウイルスにより、１０代や２０代の若い人たちにも新規感

染が増え、１．５倍のペースで感染が拡大しているという報道もあります。また、

子どもは重症化しにくいと言われていますが、感染した子どもに何らかの後遺症

が残る場合もあるようです。緊急事態宣言は、５月末まで延長されました。とに

かく、全員が感染症対策を意識して生活していきたいと思います。

（６年生家庭科の授業） （５年生理科の授業）
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日 曜 行事予定

１ 火 いのちと人権の日 歯科健診

放課後子どもクラブ

２ 水 職員研修

３ 木 定時退勤日

４ 金 眼科健診 13:30

５ 土 自然学校（５年生）

６ 日

７ 月 朝会 ５年生代休

８ 火 放課後子どもクラブ

９ 水

10 木 登校指導 定時退勤日

11 金 ＳＣ

12 土

13 日

14 月

15 火 放課後子どもクラブ

16 水 自然学校（５年生）

17 木 自然学校（５年生） 定時退勤日

18 金 自然学校（５年生） ＳＣ

19 土

20 日

21 月

22 火 放課後子どもクラブ

23 水

24 木 定時退勤日

25 金

26 土

27 日

28 月 楓っ子タイム

29 火 大掃除 下校指導

放課後子どもクラブ

30 水 オープンスクール 委員会活動

※ＳＣ（スクールカウンセラー）

教育活動における感染防止対策

・各教室で座席は可能な限りの間隔をとる。

・マスクの着用を徹底する。

・必要に応じて、フェイスシールドを着用す

る。

・毎日の検温、手洗いを徹底する。

・教室内をはじめ、職員室、教科準備室、更

衣室等において、定期的な換気を行うとと

もに、消毒を行う。

・大人数での校外学習等は、原則行わない。

・食事をする場所については、飛沫を飛ばさ

ないような席の配置を行うとともに、食事

中はマスクをはずしての会話は行わない。

・児童生徒に毎日の登校前の健康観察を、改

めて徹底する。

・感染のリスクが高いとされている活動は行

わない。

・児童生徒は不要不急の外出を自粛する。

感染対策を講じる教育活動

・各教科等に共通する活動として「児童生徒

が長時間、近距離で対面形式となるグルー

プワーク等」及び「近距離で一斉に大きな

声で話す活動」

・理科における「児童生徒同士が近距離で活

動する実験や観察」

・音楽における「室内で児童生徒が近距離で

行う合唱及びリコーダーや鍵盤ハーモニカ

等の管楽器演奏」

・図画工作、美術、工芸における「児童生徒

同士が近距離で活動する共同制作等の表現

や鑑賞の活動」

・家庭、技術・家庭における「児童生徒同士

が近距離で活動する調理実習」

・体育、保健体育における「児童生徒が密集

する運動」や「近距離で組み合ったり接触

したりする運動」

※マスクの着用、必要に応じてフェイ

スシールドの着用を徹底して教育活動

を行います。



１年生の仲間入り集会（全校生）

４月２７日（火）２校時に、１年生の仲間入

り集会がありました。６年生が１年生を迎えに

行き、体育館に手をつないで入場する予定でし

たが、緊急事態宣言中のため、手はつながず隣

に並んで入場しました。２年生から５年生は、

各教室でリモートで参加しました。最初に１年

生一人一人の紹介がありました。６年生がイン

タビュー形式で、一人ずつ順番に名前と事前に

決めておいた好きな食べ物や好きな遊びを、タ

ブレットに向かって言いました。ドキドキしな

がらも、１年生全員しっかり言えました。その

後、６年生からメダルのプレゼントをもらいと

ても喜んでいました。本来ならば、この仲間入

り集会の時に全校生縦割り班で活動するのです

が、今年は、６年生のお兄さんとお姉さんが代

表して、一緒に遊びました。６年生は最高学年

として、しっかり計画を立てて、素敵な仲間入

り集会をすることができました。

歯の保健指導（２年生・６年生）

５月６日（木）・１１日（火）に、歯科衛生

士さんを講師に招き、２年生と６年生が「歯と

口の中の健康」について学習しました。２年生

は、最初に動物の歯のクイズに挑戦しました。

その後、上手な歯みがきの仕方について、丁寧

に指導していただきました。６年生は、歯と歯

肉の健康について学びました。口の中の病気で

あるむし歯と歯周病について、実験やクイズな

どを交え、わかりやすく教えていただきました。

むし歯は、人から人へとうつる感染症であること、食べ物をよくかんで食べると、

だ液の力でむし歯になりにくくなることを知り、驚いていました。

最後に、スポーツ選手が歯をとても大切にしていることから、健康な歯がない

と自分の力が十分に発揮できないこと、また、むし歯だらけだと顔の表情が変わ

ったり、口臭がひどくなったりして周りの人に与える印象が悪くなると話されて

いました。自分の将来の夢をかなえるには、まずは自分の口の中に関心を持つこ

と、歯の汚れを意識しながら歯を磨くことが大切だと教えていただきました。

豊かな心の育成（徳育） 確かな学力の育成（知育） 健やかな体の育成（体育） 

一人ひとりの居場所のある学
級づくり 
 
・温かい人間関係づくりの推 
 進 
・いのちを大切にし、自分と

共に周りの人を大切にしよ
うとする意識（人権意識）
の向上 

・道徳教育の充実 
・ふるさとに愛着と誇りを持

つ子どもの育成 

子どもたちに「確かな学力」
を身に付けさせる授業づくり 
 
・基礎基本の定着 
・「主体的・対話的で深い学
び」の視点に立った授業改
善 

・教職員の資質向上 
・読書活動の充実 
・家庭学習の習慣化 
 
 

最後までやり抜く丈夫な体と 
しなやかな心の育成 
 
・基本的生活態度、生活習慣

の確立 
・体力の向上 
・食育、健康教育の推進 
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学校教育目標 

『 いのちと人権を大切にし、共に学び高め合う、こころ豊かで 
たくましい中南っ子の育成 ～やさしく、かしこく、たくましく～ 』 
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日本国憲法 

教育基本法 

学習指導要領 

児童の実態 

保護者や地

域の願い 

時代や社会

の要請 

子どもと向き合う時間を大切にする 

～一人の子どもも見捨てない～ 

(子どものためになっているかどうかふり返る) 

◎いのちと人権を守る教育 
・人権教育を土台とした教育活動 
・いじめを許さない一人ひとりを大切にする取組 
・一人ひとりのニーズに応じた特別支援教育の充実 ・安全の確保 
・子育て学校園サポートチームと連携した児童支援 

令和３年度 学校経営方針 

 

目指す児童像 

やさしい子 かしこい子 たくましい子 

・進んであいさつし、感謝の

言葉を言うことができる子 

・心の痛みがわかり、周りの

人も自分も大切にできる子 

・身の回りのものや生き物

（生命）を大切にできる子 

・自他の違いを認めあい、相

手の立場に立って思いやる

ことができる子 

・友だちと協力して、物事を

解決したり、創り上げたり

できる子 

・基礎的・基本的な学習内容

を確実に身につけ、生活に

活かすことができる子 

・めあてを持ち、計画的に学

習に取り組むことができる

子 

・ものごとをよく見つめ、人

の話をよく聞き、考えるこ

とができる子 

・自分の意見や考えを持ち、

表現する（書く・話す）こ

とができる子 

・基本的生活習慣を身につ

け、規則正しい生活を送る

ことができる子。 

・決まりを守り、自分を律す

ることができる子 

・物事に真剣に取り組み、最

後までやり抜く子 

・いのちを大切にし、丈夫な

体としなやかな心を持つ子 

 

 

 

めざす学校像 

① いのちと人権を守る、安全で安心な学校 

② 生きる力（知･徳･体）を鍛え育てる学校 

③ 保護者や地域から信頼される学校 

④ 働きやすい学校 

（今年度教職員の重点目標） 
全教職員で 共通理解を図り やるべき事を徹底する 

～迷った時には必ず伝えること「報告・連絡・相談」～ 


